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医師の時間外労働の上限規制（概要）

限度時間
１か月４５時間

１年３６０時間など

法定労働時間
１日８時間
１週４０時間

特別条項
上限なし

年間６か月まで

１年間＝１２か月

法定労働時間
１日８時間
１週４０時間

法律による上限
（原則）

１か月４５時間
１年３６０時間

法律による上限
（原則）

法律による上限（例外）
・年720時間
・複数月平均80時間以内（休日労働含む）
・月100時間未満（休日労働含む）

１年間＝１２か月

年間６か月まで
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時間外労働の上限規制のイメージ

働き方改革を推進するための関係法律の整備に関する法律（平成30年法律第71号）により改正された労働基準
法（昭和22年法律第49号）において、時間外労働の上限は、原則として月45時間、年360時間（限度時間）と
され、臨時的な特別な事情がある場合でも年720時間、単月100時間未満（休日労働含む）、複数月平均80時
間以内（休日労働含む）とされた。
※限度時間を超えて時間外労働を延長できるのは年６か月が限度。

※平成31年４月１日施行／中小企業は令和２年４月１日施行／医業に従事する医師等は令和６年３月31日まで適用猶予あり。

特定医師には令和6年４月１日以降特例あり。



医師の時間外労働の上限規制（概要）
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• 医師の時間外労働の上限規制は、特定医師に適用される。
• 特定医師とは、病院もしくは診療所で勤務する医師（医療を受けるものに対する診療を直接の目的とする業務を
行わない者を除く。）または介護老人保健施設もしくは介護医療院において勤務する医師を指す。

労 働 者

・歯科医師
・獣医師

「医業に従事する医師」
（適用猶予の対象）

・血液センター等の勤務医
・産業医
・大学病院の裁量労働制適用医師

「特定医師」
（医師の上限規制の対象）

・病院等で診療を行う勤務医
・診療も行っている産業医

平成 3 1年４月（大企業）／令和２年４月（中小企業）
一般労働者の時間外労働の上限規制が適用済み
⇒年 7 2 0時間、単月 1 0 0時間未満、複数月平均 8 0時間以内

令和６年４月
一般労働者の時間外労働の上限規制が適用
⇒年 7 2 0時間、単月 1 0 0時間未満、
複数月平均 8 0時間以内 など

令和６年４月
医師の時間外労働の上限規制が適用



医師の時間外労働の上限規制（概要）
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• 時間外労働の上限規制には、36協定を締結する際の上限（事業場単位の上限）である「特別延長時間の上限」と、
特定医師個人に対する上限である「時間外・休日労働時間の上限」という２種類の上限がある。

• 医師の時間外労働の上限規制には、原則のＡ水準と、適用にあたり都道府県知事の指定が必要な特例水準がある。

医療機関に適用さ
れる水準

長時間労働が必要な
理由

特別延長時間の上限
（事業場単位の上限）

時間外・休日労働時間の上
限

（個人単位の上限）

Ａ水準 原則 月100時間未満／年960時間 月100時間未満／年960時間
連携Ｂ水準
（医師派遣を行う病院）
⇒自院での時間外・休日労働
は年960時間であるが、副
業・兼業をした場合、年
1,860時間まで時間外・休日
労働させることができる

他院と兼業する医師
の労働時間を通算す
ると長時間労働とな
る

月100時間未満／年960時間 月100時間未満／年1,860時間

Ｂ水準
（救急医療等）

臨床研修・専門研修
医の研修のため 月100時間未満／年1,860時間 月100時間未満／年1,860時間

Ｃ水準
（臨床・専門研修）
（高度医療の修得研修）

臨床研修・専攻医の
研修や、高度な技能
の習得のため

月100時間未満／年1,860時間 月100時間未満／年1,860時間

※月100時間未満の上限については、面接指導による例外あり



医師の時間外労働の上限規制（概要）
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追加的健康確保措置

追加的健康確保措置 A水準 B水準 C水準

面接指導
（面接指導医による面接指導）

時間外労働が月100時間以上となる場合は義務
（月100時間以上となる前に実施）

勤務間インターバル・代償
休息
（終業時刻から次の始業時刻までに
原則９時間の休息を確保。休息時間
中に緊急の業務に従事した場合には、
事後的に代償休息を与える必要があ
る。）

努力義務
（年720時間超又は
月45時間超の月が６
か月を超えることが
見込まれる場合）

義務
（年960時間超が見込まれる）

※月155時間を超えた場合は、労働時間短縮のための具体的措置を講ずる必要あり。
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面接指導の対象となる医師（面接指導対象医師）

長時間労働を行う医師への面接指導のポイント

１か月100時間以上の時間外・休日労働が見込まれる医師が対象です。

１

● Ａ水準の医師であるか、特例水準の医師であるかを問わず対象となります。

● 2024年4月から、全ての医療機関で、長時間労働を行う医師への面接指導
の実施が義務化されました（医療法、労働基準法）。

● 将来にわたって質の高い安全な医療を提供していくためにも、面接指導を
確実に実施し、医師の心身の健康を確保していきましょう。

● 自院だけでは１か月100時間に満たない場合でも、副業・兼業先の労働時間を通
算して１か月100時間以上になることが見込まれる場合には対象になります（※）。

※ この場合、例えば大学病院等から医師を受け入れている医療機関にも面接指導の実施
義務がかかりますので、適切なルールづくりや手続の整備が必要になります。（裏面）

医政局広報キャラクター
ドクニャン

労働安全衛生法に基づくいわゆる産業医面談とは異なる新しい面接指導の仕組みです。
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具体的な面接指導の実施手順について
は、「長時間労働医師への健康確保措
置に関するマニュアル」（改訂版）
や、 “いきサポ”に掲載の解説資料もご
参照ください。

＜必要な面接指導を実施していない場合＞

医療法では、、、

・医療法第25条第１項に基づく立入検査で実施状況が確認され、指導や改善命令の
対象となります。改善命令に従わない場合は罰則の対象となります。

・労働基準法第141条第３項の違反として労働基準監督署による指導や罰則の対象
となります。

労働基準法では、、、

医療法、労働基準法ともに、罰則の内容は、６か月以下の懲役又は30万円以下の罰金と
されています。

（マニュアル） （いきサポ）

長時間労働を行う医師への面接指導のポイント
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